































































































り、かの子の「秋 なると眼病に悩まされる」という記述と符合する内容となっている。これら二首は「病める眼」を直接詠んでいないが、視覚ではなく「虫の声」 「こほろぎの声」と聴覚を表現しており、先の「虫なくよ」 歌と同様、眼の不自由なかの子の聴覚が敏感になっているこ を匂わせている。　
この一連は、 第二歌集『愛 なやみ』 （一九一六・二
　
東雲堂書店）




























たこの歌は、 「眼をやみて」の一連に見られたような「地味な色の花」ではなく、 「鮮やかな色の花」 を詠むにいたっている。先の三首同様、かつての悲劇性は失われており、 「剪りたての花」からは病の深刻さではなく、むしろ生命力さえ感じるのである。　
一九二四（大正一三）年四月に「中央公論」に発表した「桜百首」
は、桜を題材にした一三八首を一挙に掲載す という、か 子の代表作の一つであるが、こ 中にも眼病の歌が含まれて る。
しばたたきうちしばたたき眼を病めるわれや桜をまともには見ず























































れていく姿が描かれている。術後の経過が思わしくなかっ のであろうか。ここには眼病の歌や「落葉の音」 よう 「君」を思う余裕はなく、世間と断絶された彼女の寂寥感が浮かび上って る。　


























したが、 「歯」そのものを詠んだものはそのうち二首であり、他の歌は「君」を思いながら「淋しい」 「泣く」 「病みふす」となどといった平凡な表現に終始している。一首目は「くちづけを受けるように歯がうづく」としているが、 「歯 疼くような 」という表現が難解であり、モチーフに頼って無理に恋愛歌にした感は否めない。二首目は歯の痛みが薄ら だことで たそがれの雨」が心地よく感じることがよくわかり、一首目より「歯痛」と う言葉が生きている。　
かの子の「ぬれし眼のまま」の四か月後の「青鞜」において、柴
































　「週刊朝日」九月一七日号に、 「盛夏集」という題で掲載された一連は、 「白玉篇」三首と「自画像集」七首、胃を病んだ歌の「哀傷座吟」四首、 そしてこの最後の四首が「恐怖篇」となっている。 「恐怖」はそのままかの子の抜歯の実感だろう。
うつそ身のわがひとところとられたりむ ばめりとも我がひとこころうつそ身のわれより出でし血のにじむ綿真赤しよ昼の治療場茫然と空のひとこころ仰ぎたりわがうつそ身のひとところ無し


































































































歌集『愛のなやみ』の頃までは、 「君」との恋愛歌のモチーフとして用いられていた病が、次第に客観性を持ち、かつ物語性を持ち始めていったのであ かの子 歌 大きな変化が現れたのは、第三歌集『浴身』か が、 の変化 つ て、外村彰は『浴身』以降の歌を「仏教信仰によ 生命認識を得た精神の安定を顕著に示
－ 24 －





























命とも仇敵とも言ふべきものである、好きと言っても憎みの籠つた執愛である」とし、 「この道を通しての成功 なければ、あらゆるものに成功 いふこ を感じ くなつてしまふ ころの幸福に対する偏
マ
質者になるのがわれながら不愍に感ずる」 と、 小説に対する並々
ならぬ思い入れがあることを述べている。そ ように思い入れ ある小説を執筆する あたって、かの子が入念な準備と勉強をしたことは想像に難くな 。谷崎をはじめ、多くの作家の作品を読み 構成や書き方を学んだであろう。そうやって取り入れた、小説に求められる客観的な視点が歌に 反映されたと考えられる。　
そして、自らの最後の歌集と謳った『わが最終歌集』


























































































太郎をパリへ残した後もイギリスやパリ、ドイツに住むが、その間に息子へ「ベルリンの家気にいらない。歯がいたい（一九三一・八・二） 」 、 「カラダだんだんよくなるがまだ歯がいたい（同・九・一） 」と書き送った手紙が残されている。 （岡本一平『母の手紙』 九四一・一二
 婦女界社）
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一九一四（大正三）年創刊の短歌雑誌。尾上柴舟を中心に創刊された。結社誌と の枠組 緩く、 自由な作歌を認めた。
(
注1(































































岡本一平「かの子の歌の思ひ出」 「短歌研究」 九三 ・五
　
－ 27 －
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野田直恵「岡本かの 『わが最終歌集』論―戦略としての一側面」 「日本言語文化研究」二〇一二・一二
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